第76回指定都市学校保健協議会　ポスターセッション　（北九州市）
児童・生徒のう蝕予防への取り組み
北九州市立港が丘小学校　学校歯科医　加塩大輔

北九州市では、毎年の歯科健診や歯科衛生士による歯みがき指導、啓発チラシの配布などを行ってきた結果、むし歯のない子どもの割合は年々改善傾向にある。しかし、令和５年度の全国平均と比較すると、北九州市の小学校と中学校のむし歯のない児童生徒の割合は約10ポイント低く、政令指定都市の中で最下位であった。このため、北九州市行政と歯科医師会が協力して、むし歯予防を集団の問題として捉え、学校歯科医部会、校長部会、養護教諭部会、栄養教諭部会、PTA部会が連携して、まず市立小学校全校でフッ化物洗口を実施することとした。
実施方法としては、各教室に配られた洗口液を担任の先生が希望する児童に配布し、1分間のタイマーを使って洗口を行う。終了後は紙コップにティッシュペーパーを入れて洗口液を吐き出し、ゴミ袋で回収する。スクールヘルパーが洗口液の作成や配布、片づけを手伝い、先生の負担を減らしている。
課題としては、実施率をいかに高く維持するかが挙げられる。北九州市立小学校での実施率は75.9％（令和6年）にとどまっている。保護者や児童・生徒、教職員にフッ化物洗口の有効性・安全性を理解してもらい、積極的に参加してもらうことが重要だと考える。そのために、学校歯科医が各学校でフッ化物洗口の説明を行い、保護者に対しては二次元バーコード付きの見やすい資料を配布し、効果や安全性を周知するよう取り組んでいる。
フッ化物洗口は、永久歯の萌出前から開始し、中学卒業まで継続して実施することで最大80％程度のむし歯予防効果が得られる。現在の市立小学校だけでの実施をより広い年代まで拡大していくことが望まれる。

